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照射位置



きっづ光科学館ふぉとんは７月11日に開館2４周年を迎えました。また
２４日から8月２４日にかけて、夏休みの親子工作イベントも開催しており
ます。
小学校の遠足や中学・高等学校の施設見学など、３,000名を超える来館

者をお迎えいたしました。

7月の利用状況

七夕かざり 七夕プラバン 夏スーパーボール ハンバーガープラバン

西舞鶴高等学校理数探求科 2年生様UVセンサー かき氷レジン



関西研 播磨地区へ
ようこそ！

播磨地区から頭文字Dを彷彿とさせる山道（誇張表現）を車で10分ほど走
ると、三日月という地域に辿り着きます。大きな川沿いに姫新線という単線
の鉄道が走り、最寄りの三日月駅はもちろん無人駅、ICカードなんて使えま
せん。しかし春には満開の桜並木と田んぼとの対比が見事で、ちょっとお昼
ご飯のついでにドライブに出るにはちょうどいい場所。
そんな⾧閑なところで何を食べるかって？ある

んです、ちょっと名の知れたおそば屋さんが。お
店一番の人気は素揚げ野菜そば。素揚げされた季
節の野菜と大根おろしにそばつゆを入れていただ
く手打ちそばは絶品です。とは言え季節の野菜が
メインの天ざるも捨てがたい。さんざん悩んだ挙
句、今回は天ざるそばにしました。ピーマンの天
ぷらとか子どもの頃はおいしいと思えなかったの
に、しみじみ「うまぁ」なんて言ってしまうから
不思議なものです。
昼からおいしいそばに舌鼓を打って外に出る

と、ちょっとした高台に『ルピナス畑』の文字。
腹ごなしの散歩がてら足を向ければ、きれいに
咲き誇るルピナスが出迎えてくれます。

そんな恍惚体験の余韻もそこそこに午後からの
業務に取り掛かるべく「日常」たるサイト内に
戻ってくると、物性棟の電灯のすぐそばに座り込
むちいさなちいさな小鹿さんが。扉を一枚挟んだ
向こう側では最先端の研究がなされているのに、
不思議なほど自然と融合しているSPring-8って
面白い場所だなぁとこういうときに感じます。無
論、車の運転には十分注意が必要ですが。

上：天ざるそば 下：野菜そば

木々を揺らす風と、花粉を運ぶミツバチたち。
24時間常に明るさも温度も変わらず、排気ポン
プと某ファーストフード店のフライヤーの音（ﾋﾟ
ﾛﾘ､ﾋﾟﾛﾘ…）によく似た扉の開閉音に満たされた
「日常」から離れ、ある種の非日常空間に若干ト
ランス状態に陥ります。

ルピナス畑 昇り藤とも

小鹿も昼休憩
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第25回SPring-8夏の学校で実習を実施（播磨地区）
SPring-8夏の学校が7月6日（日）から9日（水）までの4日間の日程で開催され、修
士課程の大学院生を中心に80数名の学生が参加しました。QSTの実験装置を利用し
た実習「共鳴非弾性Ｘ線散乱・Ｘ線発光分光による白金微粒子酸化還元のその場計
測」では2日間で計7名の学生が試料準備、放射光を利用した計測、データ解析を行
い、触媒などに利用される白金微粒子の分析に取り組みました。また、萌光館におい
てバーベキューによる懇親会も行われ、講義・実習を行った研究者と学生との親睦を
深めることができました。

QSTの放射光実験装置を利用した実習に取り
組む学生たち。限られた実習時間の中で自動
測定も駆使して十分なデータを取得でき、放
射光実験の威力を体験することができました。

7月17日に万博イタリア館で開催さ
れた「FLASH workshop@OSAKA
EXPO2025」に当研究所の榊上席研
究員が招待され、レーザー駆動型の
重粒子線がん治療装置開発に関する
講演及び他の登壇者とのトークセッ
ションへ参加してきました。
放射線がん治療におけるイタリアの
最新の研究成果を知ることができ、
大変有意義なイベントでした
（木津地区）。


